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2017年度 予算
期間▶2017（平成29）年4月1日～2018（平成30）年3月31日 期間▶2016（平成28）年4月1日～2017（平成29）年3月31日

2016年度 決算報告

※① 預金利息内訳…8月13日：81円、2月18日：29円
※② 総会御祝金、イベント参加費
※③ 短大他、広告･協賛依頼のあったものに対する経費として2008年度より計上
※④ 50万円を計上し、利用がなかった場合は翌年度繰越とする
※⑤ 50万円を計上し、利用がなかった場合は翌年度繰越とする
（1）被災地出身の在学生および入学を予定している学生への支援金
（2）被災地在住の同窓生への支援金
（3）新島短大の同窓生によるボランティア活動の支援金
（4）新島短大の在学生によるボランティア活動の支援金
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費
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営
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収入の部 合計

前年度繰越金

雑収入（※②）

預金利息（※①）

会費収入

2016年度
予算額（A）科　目 2016年度

決算額（B） 増減（A－B） 摘　要

50,000 0 50,000

事務費 200,000 129,276 70,724

1,770,000 1,770,000 0

0 110 ▲110

0 46,480 ▲46,480

7,847,895 7,847,895 0 2016年3月末残高

襄祭パンフレット
広告掲載

案内発送数170通
案内原稿作成費

小　計 1,354,000 228,026 1,125,974

次年度繰越金 5,963,895 7,714,342 ▲1,750,447 2017年3月末残高

同窓会報作成費 400,000 396,900 3,100

役員交通費 100,000 96,080 3,920

小　計 650,000 546,612 103,388

文化活動費 500,000 95,288 404,712

小　計 1,650,000 1,175,505 474,495

役員通信費 300,000 321,256 ▲21,256 携帯電話料金及び役員連絡費

封筒作成費用

幹事会・
総会案内発送費 50,000 23,816

22,788 3,396

雑　費

54,000 54,000 0会員データ
外部委託費

200,000 126,398 73,602

花みずき助成金
（※④） 500,000 0 500,000

震災支援費
（※⑤） 500,000 0 500,000

慶弔費用他

ホームページ
メンテナンス料 100,000 47,628 52,372

名簿管理費用

9,617,895 9,664,485 ▲46,590

支出の部 合計 9,617,895 9,664,485 ▲46,590

差引残高 0 0 0

同窓会報発送費 650,000 631,713 18,287

広告費（※③） 50,000 5,000 45,000

※1  2017年度会費収入内訳…2016年9月卒3名、2017年3月卒163名
※2  発送予定数5,700通、印刷費用含む
※3  短大他、広告･協賛依頼のあったものに対する経費として2008年度より計上
※4  50万円を計上し、利用がなかった場合は翌年度繰越とする
（1）被災地出身の在学生および入学を予定している学生への支援金
（2）被災地在住の同窓生への支援金
（3）新島短大の同窓生によるボランティア活動の支援金
（4）新島短大の在学生によるボランティア活動の支援金

収
入
の
部

支
出
の
部

事
業
費

そ
の
他

運
営
費

会議費

収入の部 合計

前年度繰越金

雑収入

預金利息

会費収入（※1）

2017年度
予算額（B）科　目 2016年度

決算額（A） 増減(A－B）

50,0000 ▲50,000

事務費 200,000129,276 ▲70,724

1,660,0001,770,000 110,000

0110 110

046,480 46,480

7,714,3427,847,895 133,553

次年度繰越金 5,300,3427,714,342 2,414,000

同窓会報作成費 450,000396,900 ▲53,100

役員交通費 100,00096,080 ▲3,920

役員通信費 350,000321,256 ▲28,744

小　計 700,000546,612 ▲153,388

文化活動費 300,00095,288 ▲204,712

広告費（※3） 40,0005,000 ▲35,000

小　計 2,320,0001,175,505 ▲1,144,495

総会案内
原稿作成費 30,00022,788 ▲7,212

総会案内発送費
（※2） 800,00023,816 ▲776,184

500,0000 ▲500,000震災支援費
（※4）

54,00054,000 0会員データ
外部委託費

1,054,000228,026 ▲825,974小　計

ホームページ
メンテナンス料 100,00047,628 ▲52,372

雑　費 200,000126,398 ▲73,602

新島学園開学70周年
記念事業賛助金 200,0000 ▲200,000

9,374,3429,664,485 290,143

支出の部 合計 9,374,3429,664,485 290,143

差引残高 00 0

同窓会報発送費 700,000631,713 ▲68,287

6月3日
土曜日
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６
月
３
日
㈯
に
同
窓
会
定
期
総
会
を
コ
ル
ヌ
イ
エ・ホ
ー
ル
の
多
目
的
室
に

て
開
催
し
、事
業
報
告・決
算
報
告
等
の
議
題
が
無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
行
い
ま
し
た
会
則
変
更
に
よ
り
、同
窓
生
全
員
の
皆
様
に
総
会
の
ご

案
内
を
行
い
ま
し
た
。出
席
さ
れ
た
同
窓
生
の

中
か
ら
は「
こ
う
いっ
た
場
が
あ
っ
た
と
は
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、今
後
は
短
大・同
窓
会
に
興
味

を
も
っ
て
、自
分
自
身
で
出
来
る
こ
と
が
あ
れ

ば
協
力
し
て
い
き
た
い
」、「
卒
業
以
来
の
同
級

生
、先
生
方
と
偶
然
逢
え
た
の
で
嬉
し
か
っ

た
」な
ど
と
い
う
声
が
あ
り
、少
な
か
ら
ず
変

化
が
あ
っ
た
よ
う
で
役
員
の
努
力
が
報
わ
れ
つ

つ
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
の
役
割
と
し
て〝
同
窓
生
が
も
う一度
新
短
へ
足
を
運
び
た
く
な
る

よ
う
な
場
を
作
る
〞事
は
勿
論
の
こ
と
、今
後
は『
同
窓
生
か
ら
見
た
新
短
の

改
善
す
べ
き
点
を
伝
え
る
橋
渡
し
』と
し
て
の
活
動
に
も
力
を
い
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。設
備
面
を
中
心
に
環
境
づ
く
り
の
整
備
に
も
目
を
向
け
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
湯
浅
理
事
長
を
は
じ
め
、

短
大・中
高
同
窓
会・法
人
本
部
の
関
係
者
の
皆
様
、お
忙
し
い
中
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同窓会定期総会の様子

同
窓
会
会
則
変
更
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
変
化

同
窓
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
認
識

新幹事紹介

新役員紹介
新書記  茂木  詩さん
初めまして。キャリアデザイン学科卒業の茂
木詩です。今年度より、役員として参加させ
ていただくことになりました。同窓会室のある
研究棟へ行くと、大好きな渡邊淳子先生に、
卒業論文の指導をしていただいた日々を思い
出します。私にとって、新島学園短大は、卒業

したくないくらい楽しくて、大好きな場所でした。卒業してしまう
と接点がなくなってしまいがちですが、再び新短と関われるこ
と、嬉しく思っています。在学中は、花田経子先生の講義も履修
し、パソコン関係は得意（？）なので、何かお手伝い出来たらな
と、思っています。宜しくお願いします。

キャリアデザイン学科第12期生・コミュニティ子ども学科第10
期生より7名の新幹事の皆さんをお迎えいたしました。

【キャリアデザイン学科】
伊藤 亜咲さん　大野 慶吾さん
髙栁 亮太さん　中村 樹生さん
【コミュニティ子ども学科】

髙野 絵里香さん　穂苅 瑛菜さん　綿貫 あかりさん



お問い合わせ先 ： 新島学園短期大学　〒370-0068　高崎市昭和町53番地　TEL 027-326-1155　FAX 027-324-1444
e-mail  tandai@ns.niitan.jp　　URL  https://www.niitan.jp/

Information from 
Niijima Gakuen Junior College短大からのお知らせ

❖キリスト教文化週間

❖新島学園短期大学  子育て支援活動
　2017年度  チャイルド広場  活動日程（後期）

本学では、毎年秋にキリスト教の文化や考え方に親しむイベントを
行っています。いずれも入場無料、どなたでもご参加いただけます。

期  間 2017年11月21日（火）～12月22日（金） 
会  場 新島学園短期大学  本館ロビー

❖クリスマス諸行事

①クリスマスカードデザインコンテスト応募作品展示

日  時 2017年11月28日（火） 16：45～17：15
会  場 新島学園短期大学  前庭  セミナーハウス前

②クリスマスツリー点灯式

日  時 2017年12月19日（火）  16：45～18：15
会  場 新島学園短期大学  礼拝室

③クリスマス・キャンドルライト・サービス

今年もクリスマスの楽しい行事を計画しています。どなたでも心から
歓迎いたします。ご一緒にクリスマスをお祝いいたしましょう！

第35回襄祭を10月21日（土）、22日（日）
に開催します。今回のテーマは「襄の名は～
35回目の告白～」です。実行委員、教職員一
同お待ちしておりますので、ぜひ母校にお出か
けください。

2017年10月19日（木）「親子でふれあい遊び」
●高崎市保育課　たかさきし生涯学習まちづくり出前講座

2017年11月はお休みです。

2017年12月14日（木）「クリスマスのおはなし」
●本学准教授　山下智子

2018年 1 月18日（木）「ふれあい手遊びとお母さんの歌声」
●本学非常勤講師　猿谷友規、磯 信子

2018年 2 月 8 日（木）「ことばは心の栄養素
●高崎市社会教育講師　坂井土喜　　　親と子の心を育む絵本とわらべうた」
2018年 3 月 8 日（木）「お楽しみ会」
●本学コミュニティ子ども学科1年生

（コミュニティ子ども学科　八幡眞由美 准教授）

（学生部長　高山有紀 准教授）（宗教主任　山下智子 准教授）

まきびとひつじを（『讃美歌』103番）・あがめます主を（『讃美歌21』
178番）の2曲の賛美歌を合唱やパートで歌い、 講話では賛美歌の
歌詞について聖書やキリスト教の考え方と照らし合わせながら理解
を深めます。 

Ⅰ.キリスト教行事

Ⅲ.チャイルド広場のお知らせ

Ⅳ.襄祭のお知らせ
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日  時 2017年10月17日（火） 10：40～12：10
会  場 新島学園短期大学  礼拝室

①「子どもたちに寄り添う
　～いじめ・虐待・非行の現場から～」坪井節子 講演会

日  時 2017年10月24日（火） 10：40～12：10
会  場 新島学園短期大学  礼拝室

②Migiwa ゴスペルライブ

期  間 2017年10月17日（火）～10月30日（月） 
会  場 新島学園短期大学  グレースホール

③新島学園創立70周年記念 パネル展

困難の中にある子どもたちに寄り添ってこられた社会福祉法人カリヨン子
どもセンター理事長・弁護士の坪井先生をお迎えしお話を伺います。

日  時 ●第2回 2017年10月6日（金） 14：00～15：30
●第3回 2018年2月9日（金） 14：00～15：30

会  場 新島学園短期大学  多目的教室

「非戦の牧師」として知られる安中教会第５代牧師・柏木義円の発行した
『上毛教界月報』の読書会です。どなたでもご参加いただけますが事前申
込が必要です。下記にお問い合わせください。

ご自身の辛いご経験や被災地での活動から素敵な歌を生み出してこられた
ゴスペルシンガーソングライターのMigiwaさんをお迎えしてのライブです。

❖『上毛教界月報』を読む会
Ⅱ.新島学園短期大学 
SANBIKAワークショップ2017
のお知らせ

❖あがめよわが魂 たたえよわが心 
　―マリアの喜びをうたう―

日  時 ●第1回 2017年10月14日（土） 9：30～12：10
●第2回 2017年11月18日（土） 9：30～12：10
＊どちらか1回のみの参加も可能です 

会  場 新島学園短期大学  礼拝室
講  師 山下智子(本学准教授／宗教主任) 

澤田まゆみ（本学准教授／聖歌隊顧問） 
鷹野恵（本学兼任講師）

対  象 一般（中学生以上）、本学学生（卒業生を含む）・教職員
定  員 30人
参加費 無料
持参するもの 筆記用具 ＊お持ちの方は聖書、

『讃美歌』『讃美歌21』（日本基督教団讃美歌委員会）

◎問い合わせ･申し込み先
本ページ下記をご参照ください。
お申し込みは、FAX・メール・ハガキのいずれかで氏名、年齢、住
所、希望声種（ソプラノ、アルト、テノール、バス）、連絡先（電話番号
またはメールアドレス）、参加日をお知らせください。メールの場
合、件名を「SANBIKA申込」としてください。
お申し込みと同時に受付になります。当日直接会場にお越しくだ
さい（駐車場あり）。



新島襄の上州安中に“蒔かれし種”から140余年。「新島学園」は、創立70周年を迎えるにあたり、「種を蒔く。」というテーマの下、未来への礎ともなる10のプロジェクトを進めています。
その一環として短期大学では、シンポジウムを実施いたしました。70周年記念事業公式ホームページには、実施内容等が掲載されていますので、是非ご覧ください。　http://namesv.neesima.ac.jp/̃nj/70th.html
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祝新島学園創立70周年

　
こ
の
度
は
2
0
1
7
年
度
新
島
学
園
短

期
大
学
同
窓
会
会
報『
花
み
ず
き
』発
刊
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
新
島
学
園
短

期
大
学
への
ご
支
援・ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

改
組
転
換
以
降
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
新
島
学
園
短
期
大
学
も
教
職
員
、保

護
者
、同
窓
会
の
協
力
に
よ
り
毎
年
信
頼
と

実
績
を
重
ね
、今
年
は
多
く
の
入
学
者
に
恵

ま
れ
、新
た
な
伝
統
を
築
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
あ
っ
て
今
年
学
校
法
人
新
島
学
園

は
創
立
70
周
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。そ
し

て
本
短
期
大
学
は
今
年
で
創
立
34
年
に
な
り

ま
す
。70
年
と
34
年
の
時
間
の
長
さ
は
明
ら

か
に
違
い
ま
す
が
、時
間
の
長
さ
に
注
視
す
る

の
で
は
な
く
、そ
れ
よ
り
も『
繋
が
り
』の
深

さ
が
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。新

島
学
園
短
期
大
学
は
70
年
前
に
生
ま
れ
た

新
島
学
園
中
学
校
か
ら
誕
生
し
、70
年
の
歩

み
の
中
を
中
学
校・高
等
学
校
と
等
し
く
共

に
歩
ん
で
お
り
ま
す
。新
島
学
園
と
い
う
名

の
私
立
学
校
は
世
界
中
探
し
て
も
他
に
ど
こ

に
も
な
い
、唯一我
ら
の
新
島
学
園
の
み
で
あ

り
ま
す
。ご
承
知
の
通
り
、新
島
学
園
の
名

前
の
由
来
は
新
島
襄
で
す
。明
治
6
大
教
育

者
と
知
ら
れ
、京
都
・
同
志
社
創
立
者
で
あ

り
、本
学
の
建
学
の
精
神
の
基
で
あ
る

新
島
襄
は
新
島
学
園
の
起
源
に
か
か

わ
る
全
て
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
存
在

で
す
。約
1
4
0
年
前
の
明
治
7
年
11

月
28
日
に
新
島
襄
が
上
州
安
中
の
地

に
帰
郷
し
、日
本
で
初
め
て
キ
リ
ス
ト

教
会
衆
派
の
福
音
の
種
が
蒔
か
れ
、以

来
世
代
を
超
え
つ
つ
も
そ
の
種
が
大
切

に
育
ま
れ
続
け
た
結
果
、新
島
学
園
は

昭
和
22
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。以
来
新
島
学

園
は
新
島
襄
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
源
流
の
中
を

い
ま
だ
に
堂
々
と
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
流
れ
の
中
を
新
島
学
園
短
期
大
学
も

歩
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。学
校
も
歴
史
を
重

ね
、今
で
は
本
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
の
ご
子

息
ご
息
女
が
入
学
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
こ

れ
ま
で
学
校
と
い
う
学
び
舎
が
学
び
舎
た
る

存
在
と
な
る
た
め
の
良
質
な
時
と
同
時
に
試

練
の
時
を
与
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
時

そ
の
時
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
担
う
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
境
遇
に
置
い
て
出
来
る
範
囲
で
、目
に

見
え
る
、目
に
見
え
な
い
働
き
で
支
え
合
い

本
学
な
ら
で
は
の
歴
史・文
化
を
積
み
重
ね

守
って
き
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
短
大
単
立
だ
け
で
未
来
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、共
に
歩
む
新
島
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
あ
る
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、父
母
の
会

の
皆
さ
ん
、後
援
会
の
皆
さ
ん
と一緒
に
な
っ

て
未
来
の
新
島
学
園
短
期
大
学
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し

て
新
島
学
園
短
期
大
学
だ
け
が
良
く
な
る
こ

と
を
考
え
ず
に
、本
学
が
こ
れ
ま
で
34
年
間

培
っ
て
き
た
教
育
の
力
を
駆
使
し
、い
か
に
地

域
社
会
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る

の
か
、貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
が

問
わ
れ
る
時
で
あ
る
こ
と
も
同
時
に
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
来
年
は
35
周
年
と
い
う
節
目
の
時
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。今
回
の
創
立
70
周
年

記
念
事
業
の
如
く
、種
を
蒔
く
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、新
た
な
伝
統
づ
く
り
へ
と

繋
が
る
よ
う
な
芽
を
共
に
歩
む
皆
さ
ん
と
育

て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て

芽
が
出
る
た
め
の
土
づ
く
り
も
同
時
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
島
学
園
は
1
9
4
7
年
に
誕
生
し
ま

し
た
。終
戦
が
1
9
4
5
年
で
す
の
で
、本
当

に
戦
後
間
も
な
い
時
に
誕
生
し
た
わ
け
で

す
。こ
の
よ
う
な
時
に
、教
育
の
重
要
性
に
着

目
し
た
創
立
者
の
慧
眼
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
つ
に
至
ら
せ

た
神
の
導
き
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
新
島
学
園
短
期
大
学
は
、そ
れ
か
ら
36
年

を
経
た
1
9
8
3
年
に
開
学
い
た
し
ま
し

た
。歴
史
と
し
て
は
学
園
の
歴
史
の
半
分
に

も
達
し
ま
せ
ん
が
、同
じ
学
園
に
連
な
る
学

校
と
し
て
、創
立
70
周
年
を
感
謝
し
、と
も
に

喜
び
た
い
と
考
え
、今
年
度
、以
下
の
取
り
組

み
を
企
画
、実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
一つ
は
、短
大
の
象
徴
的
な
校
舎
で
あ
る
、

円
形
校
舎
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

で
す
。短
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、も
と
も
と
高

崎
市
立
女
子
高
校
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
も
の
で
、こ
の
円
形
校
舎
も
そ
の
時

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。当
時
、円
形

の
校
舎
は
モ
ダ
ン
な
校
舎
と
し
て
人
気

が
あ
っ
た
よ
う
で
、全
国
各
地
の
学
校

で
い
く
つ
も
建
て
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、

現
存
し
て
い
る
も
の
は
僅
か
に
な
り
、

し
か
も
本
学
の
よ
う
に
現
在
も
き
ち
ん

と
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
い
た

め
、希
少
性
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

高
崎
市
立
女
子
高
校
の
時
代
は
教
室
棟

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、短
大
に
な
っ

て
か
ら
は
研
究
棟
と
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、同

窓
生
の
皆
さ
ん
も
ゼ
ミ
等
で
出
入
り
さ
れ
た

懐
か
し
い
建
物
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。今

回
、円
形
校
舎
を
研
究
し
て
い
る
神
戸
大
学

大
学
院
の
梅
宮
弘
光
教
授
と
の
出
会
い

が
き
っ
か
け
と
な
り
、円
形
校
舎
の
魅
力

を
私
た
ち
も
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た

次
第
で
す
。建
物
自
体
は
既
に
61
年
を

経
過
し
て
い
ま
す
が
、し
っ
か
り
と
し
た

造
り
で
耐
震
性
も
問
題
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
し
、中
央
に
設
置
さ
れ
て
い
る
螺

旋
階
段
も
大
変
趣
が
あ
り
、ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
建
物
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
と
魅
力
を
持
つ
円

形
校
舎
に
つ
い
て
、梅
宮
教
授
と
、高
崎

市
立
女
子
高
校
時
代
に
教
育
実
習
の
思

い
出
を
持
つ
小
暮
修
也
明
治
学
院
長
に

語
っ
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
、高
崎
市
立

女
子
高
校
の
卒
業
生
で
あ
り
教
員
で

あ
っ
た
中
原
國
子
氏
、そ
し
て
短
大
同
窓

会
の
丸
岡
え
み
会
長
が
加
わ
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
本
学
同
窓
生
を
は
じ
め
、高
崎
市
の

関
係
者
、近
隣
の
方
な
ど
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
得
る
こ
と
が
で
き
、円
形
校
舎
を
高
崎

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
い
う
思
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、キ
リ
ス
ト
の
ご
降
誕
を
祝
う

「
ク
リ
ス
マ
ス
も
の
が
た
り
」の
開
催
で
す
。12

月
25
日
の
午
後
2
時
よ
り
、安
中
の
新
島
学

園
礼
拝
堂
で
行
い
ま
す
。本
学
の
音
楽
関
係

の
教
員
9
名
と
学
生
有
志
が
参
加
し
、歌
や

楽
器
の
演
奏
に
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び
を

表
現
す
る
催
し
で
す
。

　
こ
の
企
画
は
、学
園
の
創
立
70
周
年
を
祝

う
と
と
も
に
、本
学
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
子
ど
も

学
科
の
中
に
、今
年
度
よ
り「
音
楽
コ
ー
ス
」

を
開
設
し
た
こ
と
も
併
せ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。同
窓
生
の
皆
様
も
、ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、と
も
に
ク
リ
ス
マ
ス
を

祝
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
大
変
に
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
学
園
の
創
立
70
周
年
を
機
に
、新
島
学
園

短
期
大
学
で
の
学
生
生
活
を
思
い
起
こ
し
て

い
た
だ
き
、短
大
の
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。当
時
と
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、品
格
の
あ
る
人

材
育
成
の
姿
勢
は
不
変
で
あ
り
ま
す
。ど
う

ぞ
熱
い
ご
支
援
を
、心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

明
治
初
期
か
ら
の
新
島
襄
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
源
流
を
今
も

歩
む
新
島
学
園
短
期
大
学
学
校
法
人
新
島
学
園　
理
事
長　

湯
浅
康
毅

新
島
学
園
創
立
70
周
年
に
際
し
て
の

短
大
の
取
り
組
み

新
島
学
園
短
期
大
学　
学
長　

岩
田 

雅
明

新島学園年表
1947年　新島学園創立

第1回入学式を安中教会にて行う。

1983年　短期大学開学
1993年　短期大学開学10周年 

グレースホール竣工
1997年　学園創立50周年
2003年　短期大学開学20周年
2013年　短期大学開学30周年
2017年　新島学園創立70周年
…



◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

准
教
授

　

前
橋
市
の
出
身
で
す
。以
前
は
、長
野

県
長
野
市
に
あ
る
短
大
で
、造
形
を
中
心

に
教
え
て
い
ま
し
た
。

 

休
日
は
、小
学
生
に
な
っ
た
子
ど
も
と一緒

に
公
園
な
ど
で
遊
ん
で
い
ま
す
。こ
ち
ら
に

移
り
住
み
、子
育
て
関
連
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
を
参
考
に
し
て
出
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
に
適
し
た
遊
び
場
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。ま
た
、趣
味
で
彫
刻
を
作
っ
て
い

ま
す
。20
年
前
く
ら
い
か
ら
、続
け
て
い
る

趣
味
で
す
。主
に
具
象
的
な
人
物
像
を
作

って
い
ま
す
。最
近
の
彫
刻
の
テ
ー
マ
は
、子

ど
も
で
す
。彫
刻
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
、い
ま
だ
に
良
い
物
が
作
れ
ま
せ
ん
。ど

う
し
た
も
の
か
年
々
下
手
に
な
って
き
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
、も
の
を
作
る
だ
け
で
は
な

く
、見
る
方
も
好
き
で
、面
白
そ
う
な
展
覧

会
が
あ
れ
ば
遠
く
の
美
術
館
に
も
出
か
け

ま
す
。

　
担
当
科
目
は「
造
形
表
現
」、「
保
育
内

容 

表
現
」、「
児
童
文
化
A
」、「
教
育
実

習
」な
ど
で
す
。こ
れ
ま
で
の
保
育
者
養
成

校
で
の
経
験
を
も
と
に
、学
生
の
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

専
任
講
師

　
2
0
1
6
年
11
月
1
日
付
け
に
て
コ
ミ

ュニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科
へ
着
任
い
た
し
ま
し

た
、清
水
洋
生（
し
み
ず・ひ
ろ
お
）と
申
し

ま
す
。専
門
分
野
は
、幼
児
期
の
遊
び
、発

育
発
達
で
す
。

　
昨
年
は
、期
の
途
中
か
ら
の
着
任
、且
つ

初
の
群
馬
県
在
住
・
在
勤
と
い
う
こ
と
で

不
安
ば
か
り
の
毎
日
で
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、空
っ
風
に
負
け
ず
自
転
車
通
勤
を
続

け
る
こ
と
半
年
余
。現
在
は
、群
馬
弁
を
使

い
こ
な
す
正
真
正
銘
の
グ
ン
マ
ー
で
す
。

　
さ
て
、近
頃
は
と
言
え
ば
、お
い
し
い
食

事
と
豊
か
な
自
然
に
癒
さ
れ
、８
キ
ロ
の
体

重
増
。眉
は
鶴
、髭
は
亀
の
様
に
凛
々
し
い

容
姿
も
相
ま
っ
て
、ま
さ
に「
群
馬
だ
る

ま
」の
如
し
で
あ
り
ま
す
。「
群
馬
だ
る
ま
」

の
様
に
、大
き
く
目
を
見
開
き
、ま
っ
す
ぐ

前
を
見
つ
め
、ど
っ
し
り
と
腰
を
添
え
、七

転
び
八
起
き
の
精
神
で
邁
進
い
た
し
ま

す
。

　
最
後
に
、創
立
70
周
年
記
念
の
時
に
、学

園
の一員
と
し
て
奉
職
で
き
る
こ
と
に
感
謝

し
、学
生一人
ひ
と
り
の
最
善
の
利
益
を
追

求
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続

き
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
10
月
22
日
㈯・23
日
㈯
と

開
催
さ
れ
た
第
34
回
襄
祭
へ
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
も
カ
ン
タ
ン
お
い
し
い
手
作
り
バ

タ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、初
め
て
企
画
し
大
好
評
だ
っ
た

企
画
で
あ
り
、も
っ
と
多
く
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
こ
う
と
短
大
周
辺

の
小
学
校
区
域
に
お
住
い

の
方
々
に
も
宣
伝
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

塩
加
減
ひ
と
つ
で
完
成

す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
タ
ー
。

パ
ン
に
付
け
て
食
べ
て
い
る

皆
さ
ん
の
様
子
を
見
る
と

思
い
通
り
の
味
に
仕
上
が
っ

て
満
足
さ
れ
て
い
る
顔
、予

想
外
な
味（
？
）に
仕
上
が

っ
た
驚
き
の
顔
と
…
様
々
な

表
情
を
見
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

襄
祭
の
開
催
時
期
は
天

候
に
よ
っ
て
来
場
者
が
左

右
さ
れ
や
す
い
た
め
、当
日

ま
で
ど
の
く
ら
い
の
来
場

者
が
見
込
め
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、同
窓

生・地
域
住
民
の
方
々
、お
子
様
連
れ
を
含

め
1
0
0
名
ほ
ど
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
企
画
を
通
し
て
同
窓
会
が
目
指
す
活
動

は
、①「
同
窓
生
が
短
大
へ
足
を
運
ぶ
き
っ

か
け
作
り
」②「
地
域
住
民
の
方
へ々
の
短

大・短
大
同
窓
会
の
認
知
度
向
上
」③「
参

加
し
た
方
々
が
ま
た
参
加
し
た
く
な
る
よ

う
な
企
画
運
営
」で
あ
り
、こ
れ
か
ら
も
常

に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
活
動
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

襄
祭
参
加
の

報
告
で
す

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

櫻井  剛 先生

番
外
編

新
短
の
イ
マ
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よ
う
こ
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新
短
へ
！

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

准
教
授

清
水 

将
之 

先
生

《
在
任
期
間
》

2
0
1
6
年
4
月
1
日
〜

2
0
1
6
年
8
月
31
日

《
担
当
科
目
》

「
保
育
内
容　
健
康
」

「
身
体
運
動
」

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

専
任
講
師

安
田 

真
理
子 

先
生

《
在
任
期
間
》

2
0
1
2
年
4
月
1
日
〜

2
0
1
7
年
3
月
31
日

《
担
当
科
目
》

「
教
育
実
習
」

「
造
形
表
現
」

平
成
28
年
10
月
22
日
土
開
催 

同
窓
会
企
画

《
カ
ン
タ
ン
お
い
し
い
手
作
り
バ
タ
ー
教
室
》



◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

准
教
授

　

前
橋
市
の
出
身
で
す
。以
前
は
、長
野

県
長
野
市
に
あ
る
短
大
で
、造
形
を
中
心

に
教
え
て
い
ま
し
た
。

 

休
日
は
、小
学
生
に
な
っ
た
子
ど
も
と一緒

に
公
園
な
ど
で
遊
ん
で
い
ま
す
。こ
ち
ら
に

移
り
住
み
、子
育
て
関
連
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
を
参
考
に
し
て
出
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
に
適
し
た
遊
び
場
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。ま
た
、趣
味
で
彫
刻
を
作
っ
て
い

ま
す
。20
年
前
く
ら
い
か
ら
、続
け
て
い
る

趣
味
で
す
。主
に
具
象
的
な
人
物
像
を
作

って
い
ま
す
。最
近
の
彫
刻
の
テ
ー
マ
は
、子

ど
も
で
す
。彫
刻
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
、い
ま
だ
に
良
い
物
が
作
れ
ま
せ
ん
。ど

う
し
た
も
の
か
年
々
下
手
に
な
って
き
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
、も
の
を
作
る
だ
け
で
は
な

く
、見
る
方
も
好
き
で
、面
白
そ
う
な
展
覧

会
が
あ
れ
ば
遠
く
の
美
術
館
に
も
出
か
け

ま
す
。

　
担
当
科
目
は「
造
形
表
現
」、「
保
育
内

容 

表
現
」、「
児
童
文
化
A
」、「
教
育
実

習
」な
ど
で
す
。こ
れ
ま
で
の
保
育
者
養
成

校
で
の
経
験
を
も
と
に
、学
生
の
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科 

専
任
講
師

　
2
0
1
6
年
11
月
1
日
付
け
に
て
コ
ミ

ュニ
テ
ィ
子
ど
も
学
科
へ
着
任
い
た
し
ま
し

た
、清
水
洋
生（
し
み
ず・ひ
ろ
お
）と
申
し

ま
す
。専
門
分
野
は
、幼
児
期
の
遊
び
、発

育
発
達
で
す
。

　
昨
年
は
、期
の
途
中
か
ら
の
着
任
、且
つ

初
の
群
馬
県
在
住
・
在
勤
と
い
う
こ
と
で

不
安
ば
か
り
の
毎
日
で
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、空
っ
風
に
負
け
ず
自
転
車
通
勤
を
続

け
る
こ
と
半
年
余
。現
在
は
、群
馬
弁
を
使

い
こ
な
す
正
真
正
銘
の
グ
ン
マ
ー
で
す
。

　
さ
て
、近
頃
は
と
言
え
ば
、お
い
し
い
食

事
と
豊
か
な
自
然
に
癒
さ
れ
、８
キ
ロ
の
体

重
増
。眉
は
鶴
、髭
は
亀
の
様
に
凛
々
し
い

容
姿
も
相
ま
っ
て
、ま
さ
に「
群
馬
だ
る

ま
」の
如
し
で
あ
り
ま
す
。「
群
馬
だ
る
ま
」

の
様
に
、大
き
く
目
を
見
開
き
、ま
っ
す
ぐ

前
を
見
つ
め
、ど
っ
し
り
と
腰
を
添
え
、七

転
び
八
起
き
の
精
神
で
邁
進
い
た
し
ま

す
。

　
最
後
に
、創
立
70
周
年
記
念
の
時
に
、学

園
の一員
と
し
て
奉
職
で
き
る
こ
と
に
感
謝

し
、学
生一人
ひ
と
り
の
最
善
の
利
益
を
追

求
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続

き
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

これから（卒業年度別、学科別などの）同窓会やパーティーを
計画している幹事さん、レポートを「花みずき」に送ってくださ
い。事前に同窓会事務局までお知らせくださったグループを
バックアップします。詳しくは事務局まで。

「
                    」を活用しませんか?

『お店をはじめました』、
『生徒さんを募集しています』など、
お知らせやアピールのある同窓生の方に
同窓会報「花みずき」がスペースを提供します。
基本的に無料です。詳しくは事務局まで。

新島学園短期大学内 新島学園短期大学同窓会事務局 連絡先▶TEL.027（326）1155　mail hanamizuki@ns.niitan.jp

同窓会レポート募集!

　引っ越し、結婚等の理由により住所や氏名が
変更になる場合は、必ず氏名（フリガナ）・新し
い住所（郵便番号も忘れず
に）・電話番号・氏名変更の
場合は旧姓を同窓会事務
局までご連絡ください。
　また宛名の住所・氏名に
間違いがありましたら、お手
数ですが同窓会事務局まで
ご連絡ください。

同窓会事務局からのお願い

住所 ・ 氏名変更 ・ 宛名違いについて

大切なお知らせです。必ずお読みください!!

下記メールアドレス宛てに必要事項をご入力
のうえご送信ください。

mail hanamizuki@ns.niitan.jp
ホームページ内にある専用のQRコードを読
み取り、必要事項を入力してください。

http://www.hanamizukifamily.net
ホームページ

メール

【連絡・問い合わせ先 同窓会事務局】
027-326-1155電　話

清水 洋生 先生
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2017年2017年2017年

11月18日開催11月18日開催11月18日開催土土土

ウニクス

デニーズコンビニ

バス停

新島短大
グラウンド
新島短大
グラウンド

北高崎駅

文化会館

GS

Ⓟ

開催場所はこちら!

新島学園短期大学 高崎市昭和町 53

新島学園短期大学

ベビーダンス教室ベビーダンス教室
2つの同窓会企画のお知らせ2つの同窓会企画のお知らせ

日頃の運動不足解消に日頃の運動不足解消に 親子同士の交流が図れます親子同士の交流が図れます

新島学園短期大学同窓会事務局  TEL.027（326）1155
mail hanamizuki@ns.niitan.jp

お問い合わせ

詳しい情報は
コチラから http://www.facebook.com/hanamizuki.niitan

facebook《花みずき～新島学園短期大学同窓会～》

※件名には「ベビーダンス教室問い合わせ」、
　「カラーセラピーセミナー問い合わせ」とお願いします。

カラーでなりたい自分
になるセミナー♪

カラーでなりたい自分
になるセミナー♪

～色で自分を知り、周りの人を理解する～～色で自分を知り、周りの人を理解する～
2017年11月18日（土）日程

午後1時00分～午後3時00分時間

新島学園短期大学　グレースホール　G11教室場所

色鉛筆12色（赤・オレンジ・黄・黄緑・緑・青・水色・紫・ピンク・白・黒・茶色）持ち物

お一人様500円料金

カラフル社労士 池田 志津さん講師

30名（定員になり次第締め切り）募集人数

※当日の参加者に準備していただくもの

2017年11月18日（土）日程

午前10時30分～午前11時30分時間

新島学園短期大学　コルヌイエホール内多目的室場所

だっこ紐・水分・体温計・着替え・ヨガマット持ち物

一組500円料金

ベビーダンス教室♡Heart♡代表 早川 優香里さん講師

10組（首がすわった3～4か月頃から2歳までのお子様と親御さんに限定、定員になり次第締め切り）募集人数

※当日の参加者に準備していただくもの

【必要事項】①参加希望企画名②参加者氏名（ふりがな）③住所（郵便番号含む）④緊急連絡先⑤
メールアドレス（PC、携帯：※@ns.niitan.jpをドメイン指定から外してください。）⑥お子
様のお名前（ふりがな）、性別、年齢（※2歳までのお子様に限らせていただきます。）
※⑥はベビーダンス教室参加希望の方のみ、ご記入ください。

上記メールアドレスまたは、右記QRコードにて必要事項をご入力のうえご送信ください。

FAX 027-324-1444

mail hanamizuki@ns.niitan.jp

ファクス

ホームページからも申し込みいただけます。イベント情報も発信しています。
http://www.hanamizukifamily.netホームページ

メール

◎参加申し込みはメールかファクス・HPで必要事項をご連絡ください。

参加申し込み
の締切は

11月13日月
午前10時まで

プロフィール
池田志津〈カラーセラピスト　社会保険労務士〉
好きな言葉は「元気があればなんでもできる」
自分のことがわからず“モンモン”とした青春時代を過ご
しました。高校時代、ジャージの色は紫色を選びまし
た。全校生徒の中で、紫ジャージは一人だったため、学
年を超えて「ムラジャーの女！」と呼ばれていたことをの
ちに知ります。その後、カラーの勉強をするなかで紫色
の意味を知りました。「まったくその通り！！」でした。当時
の心境がそのまんま色に現れていることに驚き、感動し
ました。その後も、【自分はいったい何者で、なぜ生きているのだろう】と自己
探求を続け、「色を通した自分発見法」にたどり着きました。現在は、「自分
のことがよくわからない。でも、自分を活かしてもっと楽しみたい！」そんな意
欲ある方の自分発見をサポートしながら、元気と癒しをお届けしています。
★メルマガ　カラフル心美人になるメルマガ
https://www.reservestock.jp/subscribe/60172
★ブログ　カラフル心美人塾　http://ameblo.jp/meicolor/

産後ママ達の心と体を元気にするベ
ビーダンス教室♡Heart♡代表の早
川優香里です。私自身が出産後に原
因不明の体調不良に悩まされた経
験から、同じような思いをしているマ
マを1人でも減らしたい！ ママの心と
体を元気にしたい！ と思い、ベビーダ
ンスインストラクターになりました。
ベビーダンスは、赤ちゃんを抱っこし
たまま出来るエクササイズです。社交
ダンスのステップが元になっていま
すが、ママ向けにやさしくアレンジさ
れているので、ダンス未経験でも、運
動が久しぶりでも楽しみながらエク
ササイズ出来ます。ベビーダンスで
心も体もリフレッシュして、笑顔で子
育てを楽しみましょう!

同窓会企画１

同窓会企画２ ほんのりと心癒されながら、自分発見と他者理解ができるセミナーです。
簡単な色塗りをしていただくことで、楽しく自分のことを発掘します。
そして、気になるあの人とどう接すればいいのか確認します(*^-^*)
「私って本当はどんな人？」「どんな私になりたい？」
「あの人とどんなふうに付き合っていけばいいの？」
そんな風に思われたら、ぜひお気軽にご参加ください♪

男性の方も、
お子様もお楽しみ
いただけます。


